
硬化病菌の生産する毒性物質に関する研究

第1報　Aspergillus ochraceus及びSterigmatocystis japonicaの

生産する蚕児中毒性物質について

古平福紀*

Yoshinori KODAIRA: Studies on the Toxic Substances Produced by Muscardine fungi. I. On 

the Silkworm Poisonous Subtances Produced by Aspergillus ochraceus and Sterigmatocystis ja-

ponica.　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1954年9月5日受理）

　硬1ヒ病菌のi蚕体に対づ畠る病原機作について障の1論文はま　　　　　ne　O．5％　　PH　6，8～7．0　（滅菌1。5気1：［120分間）

　　　　　　　　　　　（1）
τだ極めて少い。　先に胃木は　AsPergillu．g　flavus：厩び　　　　　（3）　爽験方法及び結果

一Boti’」1tis　bassianaの1ケ月培襲総液を寮児に注射する　　　　上詑の昏種硬化摘菌をC燃pck－Dox改変培地に23　C

、と，共に纈｛生を示し，A．　flaVitSの場合には縛銀的ゐ：朧　　　で6日聞培養した後，その濾液の反応をNaOH｝望詳液で

・状凌曇すると報・告した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　pH7・｛｝に修蕉し，給藥’1姻こ桑葉に噴鍔しレご寮に．㌻えた。

　細雛9騨嚇養系の硬化野噛矧1い・その聡蟻1榊　　喪咄液113葺渉の5令起搬を用い，1日5圃給桑の中2
に微性物留が生澱さ加tているや盃やについて検討「｝1であ　　　回を連続燃食1，他の3r肖1は普通奇倫薬として，6日閲源食

る。硬化病菌の侵人経路並びに1齪イ判ノヨに於ける硬化りi）pti　　　な続けた。

・の勧期の繁殖脚膿等から考えるならば丹蹴の検黙1：職　　そのll線は館1…K・に滑如くである。即もA．・chra一

液内畑糊による鷹が妥恥齢と叛られるが・　eeus・磁獺瀧械熾児醗葦茎1…が幡勲起し，　sq

筆潜は先ず経rl的な方法による検索登行い，　A　ochra－　　8・ゴ‘tponicaの壊養灘液を尊えた謳児｝歌約1／3が1十臓症

1ごα・吸びs・加・nicaの：培蜘職に躍曙糖翻1な偲　状な起したが，その他の1窟幽獲灘灘ご与えたもの・ttV－x

・めたので，両菌種の培獲濾液より央々職i性物質の描11雪を　　　本爽験の範囲内で敵全く中襟症状な起憲なかつた。

行い歳性の強い粗製物を得た。本報に於て憾：これら毒挫　　　　甲襟蚕は第1圓圓の重音養灘液を添食した後2～3時聞

・の検索と培養液からの襟曇駐物質の抽出に．ついて§1艮告する　　　にしてづでに相漸数発生するが蒋聞の経過と典壱こ次第に

事とする。爾血L液内注射法による濾性物蟹の検索臥現在　　　恢方1こ向う。然し添食圓数淋露なるに・謁し℃次く1諭に蚕暖

・雄進しつつある。　　　　　　　　　　　　　　　　　となり遂には艶死するものである。その旋状糠前胸部が

　起稿に当り・御指遡碑擾助賜わつた本学部佐藤利丁一一・教　　　潜干膨大し，軽微な痙継を起し，苦悶の状を星して食譲

擾並びに松尾卓昆助教授　鷺実唐灸に協力された小宮山英　　　を佐‘1正二する。又横転するものもある。

・雄蔓び土匿拓大の両氏に対し厚く謝意を表する。

　　　　1舗硬備の蚕児・対媚性　　∬’繍1翻撒濃繍轡
　11）伊ξ試薗

　B・t・」’tisゐ。・・ian。　N。．2，1、a，ia／a、・i。。、。　N。．1，　　次に撫臆行うために』…1・一畷ぴS・ゴ・P・tl－－

Isaria∫1〃nosorOsea　No．1，　Spicaria　rubi‘ioPurPurea　　　icaの培養灘液中の毒性i物質の耐熱性及び炭末吸）管性を

No・1，00spera　destructor　No・1・Aspergillz‘s　oc加一　　調べた。耐熱憾は培養濾液50ccをビーカーにとり50・C

，鑑蟷燃貿繁撒1泌驚撚．鐵及びi・・…温湯中に入・2・）内容液が夫梛達～・度にな

　　（Noは研究室保序培養系番号を示す）　　　　　　　　　つてから30分聞保ち冷却後添食に用いた・又炭末吸1許性

　（2）培養液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は培獲i濾液100ccに対しi錫の活性i炭を加え特々振盈し

次の繊のC・ap・k－D。・改変謝1謄用いた。　　30・腋に吸引醐して）t’　op　irtstutzを添食｝ご胤・た・供縮遙

　K2HPO．t　o．　S％，　MStrSO．，　O．5％，　KC10。　S％，　NaNos　　児は支110葵｝の5令起蜜を30頭宛用い，1日4圓給桑ゆ

0・2％・FeSo，，　o・9・1％・sacch…se　3．5％…p・・－　1，lg　2圓漁し，2臼r醗つた。

　※信州大学繊維学部蛮体病理学研究室　　　　　　　　　　その結果第2i疫に泳す如く華倒生物，醐は100。c　3賜｝聞m，．
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熱しても何等変化をうけず，目．活L性炭によく吸蒲さ才L　　　よつで炭：斗ミにacetoneな力rlえ塩酸’々liぜli（pl／“14．0）のも

る・　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　とに3～4圃温浸し吸引濾過した，、ttのVirml・i’のtlCt）・tone

　　卸表硬化融膿轍の魏こ対する毒性　　を50・～70・c蝿と〃・　i／1，jliMlで溜朗る朧赤魯7鰍倣

供　試　菌灘縮供試i中擬・瞬蛋
（修正前）寮数齪数歩合
　　　　　　　「　　　　　’

Boムbassiana　　　　4，0　130plピ｛
　　　　　　　　　　　　　　1・a・∫・漉・sa　is・4130
Jsa・加1・s・r・sea」4・O　f　3〔｝

0・・P・d・・tri’・‘・・　6・4130

薦㌍漁齢「・・6｛・・

鍛灘膿1犀朗ll
Asp．　flaVt‘s　N・．ユi6．513〔｝

k・p．伽・N・．・1・，2ヨ3・

黍多：総謝匿副ll
帥゜脚eN°・η6・4　i　3⑪

　　　　　　　　　　　　　［，30

・　　　　　　i　・10頭10％

Asp・°「xae　N・・316・5

∠15ρ。　orygae　No．41　6，4

Czapek一w。m・．8
Dist．　water　　7．0
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搬　　び黄褐色の・y・“P力窄偲られた・この1跡魚の1’Hl状伽

数　　　　97％黄褐蝕のsyrup　l霊87％の巾嶽寮歩合の轟1選li響｝ご示

簸　　した・次にこれら望1ごniethan°1に湘弔け・1沁沈澱す篇と

o　｛蝋の蝋h・n。1響弄物が湘粥るが，1　・D・・ll・掛矯は淵1

2　　　は撒られなかつた。又．』二清に臥礎に¢thし≧rな加えると多・

3　　　二猛の綱磁沼1澱靴生“3詮るがこの枕澱も亦毒儲1薄ご年：欝なかつ

つ　　ノ；二・よツごm・than。1－t’）　tlio・混液かいth・・及びnlt｝t－－

　　　　hanolな蒸発するとA．‘，chracettsの1：C・1合にけ：濃赤蝕の，

（l　　s。．iap・nit：aの胱渕雪こ経拗言蝕の物蟹がtie　K・得ら2Lft㈱

o
り　　　3趨歩照）。これらは蹴堕己に対して極め獅「腹ゆ毛撰挫（9S層

0　　　～1QO％）を泳した・又これi≧）の物鞍はethet’，　n’）ethttn〔】1』

0　　　等には良くとけるが水には不瀞朝iであつ六漏

O．　　　　尚抽出の斎澱階に於ける襟報三検鰹供秤1・i醒児は阿れも3

1　　　令鑛であり，検遣物質が、衣に不潜性であつタ：二場合ほ，綴．

1　　；1，［己に影響を及ぼさない提度の少撤の蝋lthano1に潜解L．

1　　　てから水凌加えで用いた。，

0
　　　　　　第3酸　A・oo1脚‘81‘s及びS・諺」ρoη頗曙：樫濾

o　　　　　　　　　　液より灘・1個勿蝦の抽藍ll淵ξ

儲修礫あ膿液の・H伽7・° @　　’㌦」継灘
菓・�t傷鰹畳撚i，鐡舗ll　　　i登楚轡

添　　食　　液

A．ochracθits

培養濾液

S．ゴa♪onica

培縫濾液

50°C30分力「1≧熱

1000C30分カロ藝響」

炭末吸着濾液

無処理（対照）

50つC30分加熱

100°C80分力口糞些

炭末吸i着濾液

無処理（対照）
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問一窒煤@　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　’acetone　l’cてカIl掘藩庭｛（｝玉C1酸・1生）

40　　　　　　　　　　　澄赤色物及び黄褐色syruP．
‘＋（）　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　rnethanolを加へ遠心
O　　　　　　　　　　　　　　i
40　　　　　・，　「…一…　………「

acetone溜去
　｝

沈澱（少二壁）　　　　上清

　　．班．細＿、及び・．ゴ。鰍。培翻液、　　　　　伽をヵ｝離。
　　　　り竃性物貿の抽出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．＿＿．一＿一＿＿－1

鯉は両ee’tSEIJ　・tk　t・行らた醐一・の方法で鮒榔　　沈1澱　ム・，

欝を雛灘繍強欝穿‘躍留　　 （褐㊥ ｣1操

蕪灘i鎌灘糖蕪騰搬　　　砿讐・騰鶴
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　　以上の如く両菌種の生産する弼網三物留は臨調を多少異　　　raceUS　and．β‘θγ卿’凄卿‘y厩εブα1，0nica・

1にするが岡一方法で抽出する箏が出来，．il　A．　ochraceus　　　（1）AtZ’uscardive　fungi　of　i　4　strains　of　9　SPtlcles

と8・ 宦E伽とは働で近瀦関係陥ると潮・て．畑・cu1・i・…d・・2・・C　f・r　6　d・y…C・・pelc－－D・・

』いるので，これらの物留は同一一一物か或いは極めて近似の　　　media　addod　O．5％peptone．　After　cxamination　of

物質であろうと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　poisonous　quality　of　evory　cu1しurc　filtrate，　the　cu－
　　　　　　　　L3）

　　　又Karow等｝霊A．　ochracettsが抗菌性物質の1種で　　　1ture　filtrates　of．A。　ochraceus　and　3，ノat）onica　provcd

あるP。・i・illic・cidを生幽一翻を報告している。　tq　bc　p。i・。n。u・，

P・・i・illi・・cid瞬測三も亦強いので鱗の偲た膿：も　　（2）．P°is°mus　s・b・・　t・・・・…f　・1・・ch7’aceus　t　nd　S・

或・・1…：・・・…11・cac・dで・・な・・・・・…繭囎を銘鵠釜識講’瓢欝“呉。潔職麗舗

もつた・然し，1司氏贈‘｝コニA．・・1・，・繊・・を・・rn－・t・・p、n）i。。t，，．層

11qou「を3％加え、た　czapel〈・－Dox　培地に3F：1間培費　　　　　C3）Polsonous’substanccs　werc　extracted　from

する駅・よりP・・i・illi・acidの‘腱翻め，・鞍液　tlpes？　ct｝1tu「°filt「“t“s　by　th？f。II。wi・経P・。c°ss・Th・

食IP謙懲蹴瓢鷺1諾撚：撫羅羅獺；
徳渤附そ鋤踊上跳焚m・・h・n・1で囎翫Lll」」　　　・C。1，。，。．filt，、，e

来勧・つたし又P・・i・i11i…id｝ゴニ水｝翻三・費：』るのに　　　　　　．1
・・物質…不瀦・…鱈・・験・・1・レ・p・・…11・・　　　ads°「bcd°e　1‘Y・　active　c“「b°n

　acidと｝－」二異なるものであろうと，思わ才Lる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　filtratad

繍撒び麟ゆ・・ては・轍謂噛・．　　　r－－L－【
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Filtmto　　　　　Active　carbon

　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要　　　　　　　　　．　　　　　　　．　　　　・1　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e！uted　to　acid　acet。nc（pH4；0）

（1）9酬培養…細靴病戯・・S％の・・p・・n・鋤　　　　　．fil、，！、，、d
えたC・・p。k－D・覇馳に23°Cで6日騨鱗して・』繊臓　　・　　　一一一一．．一一一一一，，．一」．

脚蚕児剛する経晒糠眺翻べた　編A．・ch）’－　　　　C、1、。n　Fi1，！。，c

1響びS°ゴαρ゜吻’i備馳に翻が有つ　　・v・p・・…d・cei…nd・・
　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　reclpced　prcssure

　　（2）上記のA．・伽螂及びS．加・漁喋蕗・凝　　　　　　　　．r
液1…1・・・…分・加熱・・よつ・ご・・蠣性敏・，な、、。　　　♀ll灘灘識器、2nd

　　（3）　これら培養濾液より濃赤色及び澄赤色のの物質を　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

柵し翫・れらの物蹴魏・対して強い翻を示　　　をilded　met玉　°’r”nd　eentrifuged

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「「　…．．　1．．…．…．’I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Precipitato　　Upper　solution

　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献　　　　　　　　　　（tmce）　　　1
（1）青木凱下平駄瞬・2d1，152（繍要　　　∵ddcd　ethe「［and　t「if岬

　　　　　　旨）　（1952）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔．　　　　　　　　　　　ヨ

（・）門平潤一郎臓試報。、。，1・（19・・）　　P苗舗eUPPI「s°1”ti°n

（・）1く…w・・，…W・・・・・…H・B…d・・・…，　　　　　d「ild　．

　　　　　」・W・Arch・Biochem．5，279．（1944）　・　　　　　　．Rich　red　coloured　subs　tance

・・＿＿瀧猛、＿，比＿．　騰i盤難撫，
調…。・ss・b・t・nces　p・・duced　by　A・pergilltts・ch－　　　　・・d　S・ri・ult…，Shi・・h・U。i。。，sity．）


